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事 業 名 事業区間 総事業費 
約３７億円 

(うち補助基本額
約8.5億円) 事業種目 優良建築物等整備

事業（国庫補助） 
加古川駅南西地区（Ｃブロック） 

優良建築物等整備事業    

所  在  地 事業採択 
予定年度 

着手予定 
年  度 

完成予定 
年  度 

加古川市加古川町篠原町 Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ２１ 

事 業 目 的        事業(計画)内容 
・ 当地区は、整備の進んでいる加古川駅前に面した、老朽化した低層木

造住宅が密集する住商混在地域の一部であり、接道不良等、防災上の

課題も多い地区である。 
・ そのため、敷地の共同化及び耐火建築物の建設により、地区の防災性

を向上させるとともに、駅前広場から加古川別府港線に至る都市計画

道路篠原西線の用地の一部を確保して整備を進める。 
・ また、歩道状空地を確保し、１階に店舗を配置することにより駅前空

間としての魅力を創造するものであり、安全・安心で快適なまちづく

りに寄与する。 

・地区面積    約4,200㎡ 

・建物概要    ＳＲＣ造14階建 

   延床面積    約17,200㎡ 

   住宅戸数    約153戸 

   店舗面積    約930㎡ 

   駐車台数    約159台 

   駐輪台数    約300台 

   歩道状公開空地 約370㎡ 

〔負担割合 国：1/3 県：1/6 市：1/6〕

視点 評 価 結 果 の 説 明 

(1) 必要性 

 ○安全・安心 

 

 ○地域の活性化 

 

○快適性・ゆとり 

 

 

○地域ニーズ等 

 

 

 

 

 

・敷地の共同化をおこない、道路沿いに耐火建築物を建設することにより地区の防災性を向

上させる。 

・中心市街地の拠点であるＪＲ加古川駅周辺に位置し、当事業により居住人口を増加させる

とともに店舗を配置し、地域の活性化に寄与する。 

・敷地の共同化を行い、土地の高度利用により敷地周辺に歩道状の公開空地を確保し、さら

に敷地内にも空地を確保することにより安全かつ快適な歩行者空間の確保と都市景観の向

上を図る。 

・当地区は、「加古川市総合基本計画（H18.1）」、「加古川市中心市街地活性化基本計画

（H11.3）」等の上位計画で、飲食・娯楽機能ゾーンとして位置付けられ商業や居住など都

市機能の集積、賑わいの創出および魅力ある都市空間の形成が求められている。 

・地元では平成11年度に「まちづくり勉強会」を設立後、長年にわたり検討を進めており、

事業実現への意欲は高い。また、権利者の高齢化や建物の老朽化が進行しているため、早

期の事業着手を望んでいる。 

(2) 有効性・効率性 

 ○有効性 

 

 

 

 

 

 

 ○効率性 

 

・土地を高度利用することにより高齢者にも対応した良好な都市型住宅を供給する。 

・現在未着手の都市計画道路篠原西線の一部の用地を今回確保し整備することにより、平成

28 年度までに全区間完成を目標に段階的に整備を進める予定の当該道路整備の進捗を図

る。 

・低層部に店舗を配置し、歩道状空地や緑地を整備することにより駅前空間としての魅力づ

くりを行う。  

・費用便益比 Ｂ／Ｃ＝１．２４ 

・権利者の全員が事業化を要望しており、事業熟度は高い。また、駅前であることから住宅

需要も高く、事業採算性の見込みもたっており、早期の事業化が可能である。 

 

(3) 環境適合性 

 

 

(4) 優先性 

・敷地周辺には歩道状公開空地の確保と敷地内にも空地を確保することにより、都市景観の

向上および安全かつ快適な歩行者空間の確保が図られる。 

 

・地区周辺では連続立体交差事業、駅北土地区画整理事業、駅南広場再整備等も進められて

おり、これらの事業効果を発揮するためにも、駅前にふさわしい有効な土地利用の実現が

早急に求められている。 

優良・新－１ 


